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主な内容

市内各地区の区長会長さん・区長さんの紹介 
２～３ 平成18年度区長さんの紹介 

料金値上げの理由／新しい料金表／水洗化のお願い／など 
４～５ 公共下水道料金の値上げにご理解を 

新しく弓道場が完成／深沢獅子舞奉納／日吉中学校長が科学技術賞／など 
６～７ みんなの広場 

学校は元気です（瑞浪小）／スクールガードリーダーの委嘱／など 
８～９ はぐくみ 

ミニ展のご案内／年間貸出ベスト５／としょかん達人講座／など 
10 図書館だより 

拡充の内容／新たな支給対象者は／手続きの日程／など 
11 児童手当制度を拡充 

平成18年地価公示／自動車税の納税出張窓口／土岐川清掃のご案内／など 
12～13 お知らせ 

基本健康診査・がん検診のお知らせ／禁煙週間／など 
14 健康だいすき 

▲息をそろえて伝統の舞を。４月16日、日吉町で「半原操り人形浄瑠璃」奉納。
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土屋　司さん 
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公共下水道使用料金の値上げにご理解を 公共下水道使用料金の値上げにご理解を 公共下水道使用料金の値上げにご理解を 公共下水道使用料金の値上げにご理解を 

＊新しい使用料金表（新旧比較表） ＊新しい使用料金試算表 
消費税込み：5％　単位：円 

使用料金の値上げをお願いする理由 

特集　下水道使用料金値上げ 

新しい 
料金単価:円 
1,800 
140 
160 
175 
190 
205 

3,500 
800 
300 

1,800 
60

現行の 
料金単価:円 
1,500 
110 
125 
135 
150 
160 

2,850 
800 
300 

1,500 
60

新しい 
料金 
 

3,360 
 

4,200 
 

5,040

値上げ率 
％ 
 
23 
 
24 
 
25

現行 
料金 
 

2,730 
 

3,386 
 

4,042

下記の 
使用量 
料金は 

20m3 

使用すると 
25m3 

使用すると 
30m3 

使用すると 

汚水量等
 

 
10m3まで 
11m3から20m3まで 
21m3から30m3まで 
31m3から50m3まで 
51m3から100m3まで 
101m3以上 
４人まで 
世帯人１人につき 
 
10m3まで 
１m3あたり 

料金区分
 

 
基本料金 
 

超過料金 
1m3超す 
ごとに 
 

基本料金 
超過料金 
 

基本料金 
超過料金 

　市では、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図
るため、昭和35年に公共下水の事業計画を策定、
昭和37年に事業を開始し、昭和40年に供用開始し
ました。現在処理区域は瑞浪・土岐・稲津・釜戸
地区の４地区で順次整備し、平成17年度末での整
備率は94.5％となっています。 
　月吉・日吉・大湫地区は農業集落排水事業によ
り整備されています。 
　下水道事業は市民の皆さんの要望も強く市とし
ても重点的に取り組んでいる大切な事業です。し
かし、下水道管の布設や汚水処理施設の整備には
多額の費用が必要です。その財源は、補助金以外
に借入金でまかなわれます。借入金の返済は後年
度負担となるため、その返済金は今後増加します。 
　こうした中、瑞浪市上下水道事業経営審議会に
おいて、慎重に審議していただき、「使用料平均
25％値上げは承認するが、経営内容は３年後に再
検討、必要であれば５年後に使用料の見直しをす
ること（ただし、事業の合理化、コスト削減が条
件）」の答申をいただき、平成18年３月市議会で
議決されました。 
　今後とも下水道事業の健全化のために経営努力
をしていきますので、皆さんのご理解をお願いし
ます。 

１　公共下水道区域拡張を進める中、工事費のコ
スト削減や処理場管理費の削減努力等の経営努
力を実施してきましたが、下水道整備に伴う借
入金の返済は年々増加し、現在の使用料では返
済額に対応できなくなります。 

２　農業集落排水の管理費に対する使用料は、平
成17年度見込みで約43％しかありません。近い
将来借入金の返済はもとより、維持管理費もま
かなえない状況が予想されます。 

４　水洗化計画を着実に実施するためには、現行
の使用料金の値上げは必要と判断しました。 

３　下水道事業は、国県などの補助金を除いて、
使用者が負担することが原則になっています。
現在、不足する部分は一般会計（税金）で負担
していますが、一般会計の負担がますます増え、
使用者負担の原則が保てなくなり、下水道を利
用していない方々にも負担を求めることになり
ます。 

　公共下水道及び農業集落排水施設の下水道使用料は、 
　　　　平成18年10月分として集金する使用料金から値上げします。 

①
水
道
水
を
利
用
し
た
場
合 

①の料金に世帯員１人につき加算する額 

井戸
 
 
併用 

浴場 

4平成18年５月15日



公共下水道使用料金の値上げにご理解を 公共下水道使用料金の値上げにご理解を 
＊補助金のある処理場や下水道管の整備 
　（平成16年度は１億９千５百万円） 

補助金 
50％ 

負担金・繰入金　5％ 

起債（借入金） 
45％ 

＊補助金のない下水道管の整備 

負担金・繰入金　5％ 

起債（借入金） 
95％ 

下水道建設費の内訳と使用料の使途 

増大する税金からの補てん額 

◎水洗化のお願い 

一般会計からの補てん額 

借入金の残高見込み額 

5.2億円 

（億円） 

一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
額 

借
入
金
の
残
高
見
込
み 

（億円） 

6

100

80

90

3

4

5

5.4億円 5.5億円 

90.2億円 

97.5億円 
97.8億円 

平成18年 19 20 21 22

特集　下水道使用料金値上げ 

▼下水をきれいにする浄化センター 

　下水道建設の場合、右のように網掛けの部分が
借入金となり、これらの借入金の返済が後年度負
担となります。この借入金は、30年かけて返済し
ます。借入金の残高は、平成16年度末で下水道事
業では88億円ですが、平成22年度では約98億円に
なると予想されます。納付していただいた使用料
は、汚水を処理するための処理場や下水管の維持
管理費のほかに、借入金の返済に充てています。
現在では使用料だけでまかなうことができずに一
般会計（税金）で補てんしています。 

　下水道整備事業に対して税金などで
補てんしている金額は、平成16年度で
は４億２千７百万円です。現在の使用
料のままでは平成22年度まで年平均５
億３千５百万円も毎年補てんしなけれ
ばなりません。今後も経営努力をして
いきますので、下水道を使用している
皆さんにも負担をお願いします。 
 
＊平成16年度決算は、歳入歳出13億５
千２百万円です。 

　せっかく整備した下水道も、使用してい
ただかないと宝の持ち腐れです。下水道を
利用することにより、快適な生活環境と河
川浄化を実現します。 
　下水道法では、下水が使用可能になって
から３年以内に下水道へ接続するようになっ
ています。 
　水洗化には、水回りなどの改築費用がか
かります。このため、市では最高80万円ま
での融資に対して利子補給を実施しています。 
　まだ水洗化されていない方は、この融資
あっせん制度を利用いただき、早急に水洗
化されるようお願いします。 

◎問合せ 
　　上下水道管理課　1内線242・243 
　　上下水道建設課　1内線129・125

瑞浪市役所　1 68-21115



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

陶
町
に
歴
史
の
お
み
や
げ 
待
望
の
新
弓
道
場
が
完
成 

災
い
け
ち
ら
せ
　
深
沢
の
獅
子 

　
陶
町
の
桜
ヶ
丘
公
園
で
、
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た

４
月
15
・
16
日
の
２
日
間
、
日
露
戦
争
の
英
雄
と
さ
れ

た
乃
木
希
典（
ま
れ
す
け
）の
直
筆
の
書
簡
が
一
般
公
開

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
明
治
44
年
に
日
露
戦
争
の
戦
勝
記
念
碑
の

建
立
を
計
画
し
た
旧
陶
村
が
、
「
記
念
碑
」
と
戦
没
者

を
悼
む
「
忠
魂
碑
」
の
揮
毫（
き
ご
う
…
知
名
人
が
頼

ま
れ
て
書
を
か
く
こ
と
）を
乃
木
大
将
に
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
忠
魂
碑
の
ほ
う
が
小
さ
か
っ
た
た
め
、
「
戦
没

者
を
軽
視
し
て
い
る
」
と
し
て
、
村
職
員
を
叱
り
つ
け

る
た
め
に
送
ら
れ
て
き
た
手
紙
で
す
。 

　
こ
の
歴
史
的
に
も
重
要
な
書
簡
を
前
に
、
友
人
と
桜

ま
つ
り
に
訪
れ
て
い
た
兼
山
ま
す
え
さ
ん
は
、
「
陶
村

が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
偉
い
人
と
や
り
と
り
が
あ
っ
た

の
か
、
と
て
も
不
思
議
」
と
注
意
深
く
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
４
月
12
日
、
市
民
弓
道
場
が
完
成
し
、
連
盟
関
係
者

ら
50
人
が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
旧
弓
道
場
は
市
役
所
横
に
あ
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化

に
伴
っ
て
、
電
源
立
地
交
付
金
を
も
と
に
、
新
た
に
明

世
町
の
市
民
体
育
館
正
面
駐
車
場
に
建
て
替
え
ら
れ
ま

し
た
。 

　
式
で
は
　
嶋
市
長
か
ら
「
弓
道
は
古
来
か
ら
の
礼
儀

を
重
ん
じ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
今
後
大
い
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
「
あ
ず
ち

が
た
め
」
と
い
う
射
初
め
の
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
儀
式
は
古
式
に
の
っ
と
っ
た
装
束
を
ま
と
い
、
３

本
の
矢
を
わ
ざ
と
的
の
周
囲
に
放
つ
、
完
成
を
祝
う
儀

式
で
す
。 

　
今
後
こ
の
弓
道
場
は
、
公
式
戦
な
ど
を
含
め
年
間

３
、
０
０
０
人
の
利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
日
吉
町
深
沢
の
貴
船
神
社
で
４
月
16
日
、
市
の
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
深
沢
獅
子
舞
」
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
獅
子
舞
は
、
約
300
年
前
の
元
禄
年
間
に
流
行
し

た
疫
病
の
退
散
を
祈
願
し
て
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
「
深
沢
獅
子
舞
保
存
会
」
約
20
人
を
中
心
に
、

町
内
安
全
と
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
は
神
事
の
あ
と
、
保
存
会
の
宮
川
浩
仁
さ
ん

が
獅
子
を
演
じ
る
「
悪
魔
払
い
三
ッ
唄
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
笛
・
太
鼓
な
ど
の
音
色
に
合
わ
せ
て
、
間
際

ま
で
迫
っ
て
く
る
迫
力
満
点
の
雌
獅
子
に
、
集
ま
っ
た

観
客
は
息
を
の
ん
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 
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みんなの広場みんなの広場

日
吉
中
学
校
長
が
科
学
技
術
賞
を
受
賞 

今
日
か
ら
僕
ら
が
世
話
係 

陶児童館 

須貝帆花ちゃん 
（２歳） 
陶町 

小木曽祐城ちゃん 
（２歳） 
西小田町 

ほのか すがい ゆうき こぎそ 

気
分
晴
々
　
リ
ハ
ビ
リ
体
操 

　
４
月
17
日
、
瑞
浪
小
学
校
で
う
さ
ぎ
の
飼
育
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
同
校
で
飼
育
し
て
い
る
う
さ
ぎ
の

世
話
を
任
さ
れ
る
４
年
生
が
必
要
な
知
識
を
学
ぼ
う

と
、
佐
々
木
ど
う
ぶ
つ
病
院（
北
小
田
町
）の
佐
々
木

出
先
生
に
４
年
前
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
も
の
で

す
。 

　
最
初
に
日
本
に
生
息
す
る
う
さ
ぎ
の
種
類
を
学
ん

だ
あ
と
、
「
た
ま
ね
ぎ
や
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
は
う
さ

ぎ
の
体
に
よ
く
な
い
の
で
与
え
な
い
こ
と
。
与
え
る

エ
サ
に
つ
い
た
土
や
水
は
必
ず
ぬ
ぐ
う
こ
と
」
な
ど

の
注
意
事
項
を
、
児
童
は
真
剣
な
表
情
で
ノ
ー
ト
に

書
き
と
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
学
校
で

飼
育
し
て
い
る
う
さ
ぎ
を
モ
デ
ル
に
、
抱
き
方
を
学

び
ま
し
た
。 

　
一
人
ひ
と
り
が
う
さ
ぎ
の
体
温
を
感
じ
な
が
ら
、

習
い
た
て
の
抱
き
方
を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。 

　
４
月
19
日
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
日
吉
中

学
校
長
の
大
井
文
高
さ
ん
が
、
市
役
所
を
訪
れ
尾
石
教

育
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
大
井
さ
ん
が
受
賞
し
た
の
は
、
「
科
学
技
術
分
野
の

文
部
科
学
大
臣
表
彰
　
科
学
技
術
賞
」
で
、
平
成
７
年

に
４
名
の
教
授
ら
と
と
も
に
、
「
サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
」
を
立
ち
上
げ
、
以
後
11
年
間
教
員
ス
タ
ッ

フ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
延
べ
850
人
以
上
の
全
国
の
中

学
生
に
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
、
科
学
教
育
の
振

興
に
尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。 

　
尾
石
教
育
長
は
「
全
国
的
に
小
中
高
校
生
の
間
で
理

科
ば
な
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
理
科
が
好
き
な
子
ど
も

が
増
え
る
よ
う
、
今
後
も
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
受
賞
を
た
た
え
ま
し
た
。 

　
４
月
20
日
、
瑞
浪
病
院
の
療
養
型
病
床
群
に
入
院
中

の
お
年
寄
り
と
そ
の
家
族
ら
約
50
人
が
参
加
し
て
、
春

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
病
院
で
は
、
普
段
外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
入
院

患
者
の
気
分
転
換
に
な
れ
ば
と
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て

３
年
前
か
ら
野
外

に
出
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
会
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
日
は
あ
い
に

く
の
雨
で
、
病
院

内
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。 

　
会
で
は
、
「
青

い
山
脈
」
に
合
わ

せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
し
た
後
、

し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び

や
ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー

ム
を
し
て
体
を
動

か
し
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-21117



ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー 

生涯学習施設　６月の休館日 生涯学習施設　６月の休館日 

学
校
は
元
気
で
す

学
校
は
元
気
で
す
。 
学
校
は
元
気
で
す

学
校
は
元
気
で
す
。 
学
校
は
元
気
で
す

学
校
は
元
気
で
す
。 
学
校
は
元
気
で
す
。 

「
七
つ
の
宝
」 

瑞
浪
小
学
校 

瑞
浪
市
主
張
大
会

瑞
浪
市
主
張
大
会 

瑞
浪
市
主
張
大
会 

あ
な
た
も
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

あ
な
た
も
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

あ
な
た
も
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

昨
年
度
の
各
部
最
優
秀
賞
受
賞
者
の
み
な
さ
ん 

こ
ぶ
し
教
室 

こ
ぶ
し
教
室 

▲みんな元気で、仲良く。 

▲ぼくの考えはね・・・。 

５日、12日、19日、26日 
５日、12日、19日、23日、26日 
６日、13日、20日、27日 
 
 
５日、12日、19日、26日、30日 
 
 
５日、12日、19日、26日 
１日、８日、15日、22日、29日 

総合文化センター 
市 民 図 書 館  
市 民 体 育 館  
化 石 博 物 館  
陶 磁 資 料 館  
市之瀬記念美術館 
地 球 回 廊  
自 然ふれあい館  
サイエンスワールド 
文 化 会 館  

　
当
校
で
は
、
伝
統
あ
る
『
情
あ
る
子
』

の
育
成
を
中
核
に
お
き
、
子
ど
も
た
ち

は
具
体
的
な
行
動
目
標
の
『
七
つ
の
宝
』

の
姿
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

・
笑
顔
の
あ
い
さ
つ 

　
何
時
で
も
何
処
で
も
何
度
で
も
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
を
す
る 

・
黙
働
清
掃 

　
静
か
に
美
し
く
、
汚
れ
を
見
つ
け
て

掃
除
す
る 

・
元
気
な
外
遊
び 

　
休
み
時
間
に
は
何
時
で
も
仲
間
と
外

で
元
気
よ
く
遊
ぶ 

・
仲
良
し
活
動 

　
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
精
一
杯
活
動

す
る 

・
堂
々
発
表 

　
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
と
発
表
し
、

仲
間
の
意
見
を
聞
く 

・
ど
ん
ど
ん
読
書 

　
読
書
を
楽
し
み
、
本
を
活
用
し
て
調

べ
学
習
を
す
る 

・
自
分
で
健
康
・
安
全 

　
自
分
の
判
断
で
、
健
康
で
安
全
な
態

度
や
行
動
を
と
る 
 

　
こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
行
動
目
標
を

持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち

の
毎
日
の
学
校
生
活
が
充
実
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
が
始
ま
っ
て
ま
だ
間
も
な
い

の
で
す
が
、
校
内
に
は
毎
日
元
気
な
あ

い
さ
つ
が
と
び
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
授
業
や
朝
運
動
、
黙
働
清
掃

に
と
、
は
つ
ら
つ
と
取
り
組
む
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
と
て
も
ま
ぶ
し
く
見
え
ま

す
。 

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
、

活
動
を
通
し
て
言
葉
以
上
に
私
た
ち
に

訴
え
て
き
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
家
庭
や
地
域
の
方
々
が
子
ど

も
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

　
将
来
の
瑞
浪
を
背
負
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
を
地
域
で
見
守
り
育
て
て
い
こ

う
と
い
う
強
い
思
い
が
見
え
て
い
ま
す
。 

　
今
、
社
会
に
は
気
に
な
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
瑞
浪
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
の
姿
か
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
育
て
て
い
る
こ
と
で
子

ど
も
た
ち
が
素
晴
ら
し
く
成
長
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
先
に
あ
げ
た
、
『
七
つ
の
宝
』
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
瑞
浪
小
学
校
は
平
成

18
年
度
を
歩
み
だ
し
ま
し
た
。
瑞
浪
小

学
校
を
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
先
輩
た

ち
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

　
自
分
の
体
験
や
考
え
を
発
表
す
る
『
瑞

浪
市
主
張
大
会
』
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
大
会
当
日
は
皆
さ
ま
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
＝
６
月
25
日（
日
）
13
時 

▼
会
場
＝
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

▼
部
門
＝
①
小
学
生
の
部
　
②
中
学
生

の
部
　
③
一
般
の
部 

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
の
方 

▼
発
表
要
領
＝
５
分
以
内
で
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
応
募
方
法
＝
一
人
一
点
と
し
、
発
表

す
る
内
容
を
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
に

ま
と
め
、
事
前
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

▼
提
出
期
限
＝
６
月
１
日（
木
） 

▼
提
出
先
＝
生
涯
学
習
課 

　
　
　
（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
　
　
　
　
　
　  

1
６
８‐
５
２
８
１ 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 
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ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー 
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー 
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー 
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー 

（
地
域
学
校
安
全
指
導
員
） 

生涯学習施設　６月の休館日 

学
校
は
元
気
で
す
。 

学
校
は
元
気
で
す
。 

学
校
は
元
気
で
す
。 

瑞
浪
市
主
張
大
会 

あ
な
た
も
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

こ
ぶ
し
教
室

こ
ぶ
し
教
室 

こ
ぶ
し
教
室

こ
ぶ
し
教
室 

こ
ぶ
し
教
室 

不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
』 

　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ 

今井　勝義さん 
（土岐町在住） 

稲垣　訓三さん 
（土岐町在住） 

▲県からの委嘱状を受けられる今井さんと稲垣さん 

　
こ
ぶ
し
教
室
は
、
不
登
校
の
児
童
生

徒
が
、
精
神
的
・
身
体
的
ゆ
と
り
の
中

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
学
校
復
帰
を

図
る
た
め
の
教
室
で
す
。 

 
＊
自
分
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
素
直
に

出
せ
る
と
こ
ろ 

 

＊
人
と
ふ
れ
合
う
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜

び
を
味
わ
う
と
こ
ろ 

 

＊
リ
ズ
ム
あ
る
生
活
を
し
て
、
体
に
活

力
を
蓄
え
る
と
こ
ろ 

　
と
い
っ
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。 

　
今
年
の
３
月
に
は
８
人
の
児
童
生
徒

が
通
級
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

の
６
人
の
子
が
４
月
か
ら
学
校
復
帰
し

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
人
の
心
は
、 

　
　
　
人
の
思
い
し
か 

　
　
　
　
　
動
か
な
い
。
」
を 

モ
ッ
ト
ー
に
、
不
登
校
の
子
や
家
庭
と

学
校
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
親
の
会
も
次
の
よ
う
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
を
、
毎
月

第
２
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
不

登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
親
や
不
登
校
に

つ
い
て
関
心
が
あ
る
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
事
前
の
参
加
申
し
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
期
日
　
６
月
14
日（
水
） 

・
時
間
　
19
時
〜
21
時 

・
場
所
　
瑞
浪
市
適
応
指
導
教
室
「
こ

ぶ
し
教
室
」
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

１
階
） 

◎
問
合
せ
　
こ
ぶ
し
教
室 

　
　
　
　
　
　
　
1
６
８
‐
９
８
１
１ 

（
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
15
時
30
分
） 

　
近
年
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
け
る
事
件
・
事
故
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
学
校
は
、
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
の

関
係
団
体
・
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
今
年
度
、
瑞
浪
市
で
は
「
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー（
地
域
学
校
安
全
指

導
員
）」
を
配
置
し
、
各
学
校
が
組
織

す
る
「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

育
成
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
組
織
的

な
安
全
体
制
を
充
実
さ
せ
、
児
童
・
生

徒
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
、
推

進
地
域
内
の
各
学
校
・
園
を
定
期
的
に

巡
回
し
安
全
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、

警
備
の
ポ
イ
ン
ト
や
改
善
す
べ
き
点
等

に
つ
い
て
具
体
的
に
指
導
や
評
価
を
行

い
ま
す
。 

　
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
井
勝
義
さ
ん

と
稲
垣
訓
三
さ
ん
の
２
人
が
岐
阜
県
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
お
二
人
と
も
土
岐
町
に
在
住
し
て
み

え
ま
す
が
、
市
内
の
小
学
校
区（
そ
の

校
区
に
含
ま
れ
る
保
育
園
・
幼
児
園
・

中
学
校
を
含
む
）を
２
つ
に
分
け
、
今

井
さ
ん
は
、
瑞
浪
小
校
区
・
稲
津
小
校

区
・
陶
小
校
区
を
中
心
に
、
稲
垣
さ
ん

は
、
土
岐
小
校
区
、
釜
戸
小
校
区
・
明

世
小
校
区
・
日
吉
小
校
区
を
中
心
に
巡

回
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

瑞浪市役所　1 68-21119



児童手当制度が拡充されました 児童手当制度が拡充されました 児童手当制度が拡充されました 
今月のミニ展ご案内 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

図書館だより 
◎問合せ　市民図書館 168-5529

６
月
の
実
用
新
刊
本
コ
ー
ナ
ー

６
月
の
実
用
新
刊
本
コ
ー
ナ
ー 

６
月
の
実
用
新
刊
本
コ
ー
ナ
ー 

と
し
ょ
か
ん
達
人
講
座
（
そ
の
３
） 

と
し
ょ
か
ん
達
人
講
座
（
そ
の
３
） 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座 

　
　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座 

　
　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ 

平
成
平
成
17
年
度
年
度  

年
間
貸
出
ト
ッ
プ
５

年
間
貸
出
ト
ッ
プ
５ 

平
成
17
年
度  

年
間
貸
出
ト
ッ
プ
５ 

一
般
書
の
部 

児
童
書
の
部 

地図と防災 展 地図と防災 展 
～ハザードマップで知る 
　　　　　　　　災害対策～ 

6月7日（水）～6月30日（金） 
　６月のミニ展は、岐阜県図書館世界分布
図センターが収集したハザードマップ（水
害や地震・津波等の被害の恐れがある範囲
や避難地域・避難路などを表示した地図）
をはじめ、防災に役立つ各種の地図を展示・
紹介します。 

　
実
用
新
刊
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
中
高
年
男
性
に

贈
る
、
こ
れ
か
ら
の
あ
な
た
の
生
活
や
趣
味
を
楽

し
む
た
め
の
実
用
書
を
そ
ろ
え
て
み
ま
し
た
。
一

度
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

　
市
民
図
書
館
の
19
万
冊
の
本
の
中
に
、
あ
な
た
の

探
し
て
い
る
本
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
そ

ん
な
時
も
あ
き
ら
め
な
い
で
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
全
国
の
図
書
館
の
蔵
書
検
索
を
行
い
、

所
蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
願
い
し
て
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
図
書
館
用
語
で「
相
互
貸
借
」

と
い
い
、
昨
年
一
年
間
で
380
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
販
売
さ
れ
て
い
な
い
本
や
専
門
書
な
ど
が

必
要
な
と
き
に
便
利
な
方
法
で
す
。 

※
新
刊
図
書
や
貴
重
な
本（
禁
貸
本
）な
ど
の
場
合
は

貸
出
条
件
が
つ
き
ま
す
。
遠
方
か
ら
の
取
り
寄
せ

の
場
合
、
郵
送
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

　
い
ろ
い
ろ
な
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
で
は

本
の
整
理
・
補
修
・
装
備（
ビ
ニ
ー
ル
を
表
面
に
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
）な
ど
を
研
修
し
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

・
日
　
時
　
６
月
１
日（
木
）
13
時
30
分 

・
場
　
所
　
市
民
図
書
館
　
集
会
室 

・
定
　
員
　
30
人 

・
内
　
容
　
本
の
整
理
・
補
修
の
方
法
な
ど 

・
そ
の
他
　
受
講
さ
れ
る
方
は
、
自
宅
に
補
修
・
装

備
が
必
要
な
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持

ち
く
だ
さ
い 

・
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド（
上
下
）』／
ダ
ン
・

ブ
ラ
ウ
ン 

・
『
孤
宿
の
人（
上
下
）』／
宮
部
み
ゆ
き 

・
『
電
車
男
』
／
中
野
独
人 

・『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死
鳥
の
騎
士
団（
上
下
）』

／
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
ス 

・
『
誰
か
』
／
宮
部
み
ゆ
き 

・
『
ノ
ン
タ
ン
じ
ど
う
し
ゃ
ぶ
っ
ぶ
ー
』／
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ 

・
『
ノ
ン
タ
ン
し
ゃ
っ
く
り
ひ
っ
く
ひ
く
』／
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ 

・
『
ひ
・
み
・
つ
』／
た
ば
た
せ
い
い
ち 

・
『
な
い
た
』／
中
川
ひ
ろ
た
か 

・
『
ノ
ン
タ
ン
も
ぐ
も
ぐ
も
ぐ
』／
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ 

　 　
貸
出
回
数
の
多
い
も
の
で
は
年
間
70
回
を
超
え
て

い
ま
す
。
作
者
で
は
宮
部
み
ゆ
き
の
作
品
が
ト
ッ
プ

10
に
３
作
品
入
っ
て
い
ま
す
。 
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　これまで、児童手当は小学校３年生（９歳到達最初の年度末）までの児童を養育し、一定の所得限
度未満の方に支給していましたが、平成18年４月１日からは支給対象年齢が小学校６年生（12歳到
達後最初の年度末）までに拡大され、所得制限についても緩和されました。 
　新たに児童手当を受けられる保護者の皆さまについては、市役所子育て支援課（公務員の方は勤
務先）で認定請求の手続きが必要となります。 
　なお、改正に伴う新規請求は、平成18年９月30日までに受け付けたものに限り、特例的に４月１
日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。 

①印鑑　②受給者（父又は母）名義の通帳（郵便局以外）　③受給者の健康保険証の写し（国民年金加入者以外） 
④受給者の平成17年度・18年度児童手当用の所得課税証明書　⑤受給者の基礎年金番号 
（所得課税証明書については、瑞浪市に17年１月１日、18年１月１日に住民登録があった方は、必要ありま
せん。）持ち物の詳細については、提出していただく書類に同封します。 

９：00～12：00 
13：30～16：00 
９：00～12：00 
13：30～16：00 
９：00～12：00 
13：30～16：00 
９：00～12：00 
13：30～16：00

市役所　２階会議室
 

 
日吉コミュニティーセンター 
釜戸コミュニティーセンター 
陶コミュニティーセンター 
稲津コミュニティーセンター 

市役所　２階会議室 

６月12日（月） 
　～６月16日（金） 

６月19日（月）
 

 

６月20日（火）
 

 
６月21日（水） 
　～６月23日（金） 

★これまで、当該児童に係る児童手当を受給していた保護者の方は、特に手続きをする必要はありません。
例年どおり６月中に現況届を提出してください。 

平成18年４月から 

拡充の内容 

児童手当制度が拡充されました 児童手当制度が拡充されました 児童手当制度が拡充されました 児童手当制度が拡充されました 

①　平成18年度に小学校４年生の児童がいる保護者の皆さま 
　　（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ） 

★現在すでに児童手当を受給されている保護者の方は、額改定請求が必要となります。６月の現況届時に
印鑑を持参の上、手続きをしてください。（額改定請求書は現況届案内に同封します） 
★上記②の保護者の方で、現在児童手当を受給していない保護者の方は、認定請求が必要となります。認
定請求書など提出する書類は、該当と思われる方には５月下旬にお送りします。 

②　平成18年度に小学校５・６年生の児童がいる保護者の皆さま 
　　（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ） 

★所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受給できる場合があります。該当と思われる方にはこち
らから通知しますので、５月31日（水）までに申請してください。 

③　これまで所得制限により児童手当を受給していない保護者の皆さま 

◎問合せ　子育て支援課　児童家庭係　1内線160
※該当と思われる方で、６月10日までに書類が届かなかった方は、子育て支援課までお問い合わせください。 

●児童手当制度改正に伴う受付日程 

認定請求時の持ち物 

瑞浪市役所　1 68-211111
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・場　　所 土岐川堤防周辺（名滝橋～和合橋）ほか
・作業内容 草刈り、空き缶などのごみ拾い
・服装と持ち物 作業のできる服装で、熊手、草
刈機などをご持参ください。

◎問合せ 環境課　1内線491

「自動車をお持ちの皆さん、
自動車税は５月31日（水）までに納めましょう」

納税通知書を持参し、ぜひこの機会を利用して納
めてください。また軽自動車の納税窓口も同時に開
設しますのでご利用ください。
・日　時 ５月28日（日） ９時30分～16時
・場　所 ユニー瑞浪店
◎問合せ 自動車税：東濃県税事務所

123-1111 内線236
軽自動車税：市役所税務課　1内線120

・日　時 ５月23日（火）13時～17時
・場　所 総合文化センター　視聴覚室
・相談員 多治見社会保険事務所職員
＊年金額の相談は事前にご連絡ください
◎問合せ 保険年金課　年金係　1内線108

いじめ、借地・借家、家庭内、近隣間のもめごと、
悩みなどに人権擁護委員が相談に応じます。相談は
無料で秘密は厳守しますので、お気軽にご利用くだ
さい。
・相談日 ６月１日（木）10時～15時
・場　所 市役所１階　市民相談室
・相談員 瑞浪市人権擁護委員
◎問合せ 市民課　1内線105

□職種、採用予定人員等
①事務職　３人程度
昭和51年４月２日以降生まれ
大学卒（見込み）の方
②技術職（電気・機械・土木）３人程度
昭和51年４月２日以降生まれ
大学卒（見込み）の方
（電気・機械・土木の専門課程の修了者）
③消防職　２人程度
昭和56年４月２日以降生まれ
大学卒（見込み）の方
④救急救命士　１人程度
昭和56年４月２日以降生まれ
救急救命士資格取得の方
⑤保育士・幼稚園教諭　２人程度
昭和51年４月２日以降生まれ
保育士・幼稚園教諭の両資格取得（見込み）の方

⑥保健師　２人程度
昭和51年４月２日以降生まれ
保健士の資格取得（見込み）の方

・地方公務員法第16条の各号（成年被後見人など）
のいずれかに該当する方は受験できません。

□試験日時及び場所
７月23日（日） 総合文化センター
事務職・技術職・消防職・救急救命士：９時受付
保育士・幼稚園教諭・保健師：13時受付

□試験内容
・第１次試験
《教養試験（択一式）》
事務職・技術職・消防職・救急救命士
《専門試験（択一式）》
保育士・幼稚園教諭・保健師

・第２次試験　８月下旬予定
（作文試験、面接試験、適正試験、体力測定）
□募集要項及び申込書の配付
・５月15日（月）から市役所秘書課にて配布
・申込書及び募集要項の郵送による請求は、「返
信先を記入した返信用封筒（A４サイズ、120
円切手貼付）」を同封してください。

□申込方法 申込書に必要事項を記入し、秘書課へ
提出

□受付期間 ６月５日（月）～23日（金）の８時30分か
ら17時15分まで受付（土・日は除く）
郵送（簡易書留）の場合、上記期日の
消印分有効

◎問合せ 秘書課　1内線314・317
〒509-6195 上平町１丁目１番地
※その他詳細は、募集要項をご覧ください。
＊瑞浪市のホームページでもご覧になれます。

６月１日は「人権擁護委員の日」
全国一斉　人権特設相談所を開設

平成19年４月採用　瑞浪市職員募集

国民年金相談

自動車税の納税出張窓口を開設します

６月４日（日）７時30分～小雨決行

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を

ふるさとの川を美しく
土岐川清掃にご協力を



（平成18年１月１日現在）

地価公示は、国土交通省（土地鑑定委員会）が毎
年１回標準地１平方メートル当たりの正常な価格を
公示し、一般の土地取引価格に対して指標を与える
とともに、公共事業用地の取得価格算定の規準等と
され、適正な地価の形成に寄与することを目的とし
ています。
＊瑞浪市のホームページでもご覧になれます。
◎問合せ 都市計画課　1内線247

・日　時 ５月28日（日）９時　市役所集合
・持　物 弁当、水筒、タオル、雨具
◎問合せ 瑞浪勤労者山岳会（吉本）167-0074

・対　　象 健康で働く意欲のある60歳代前半の方
・募集定員 20人程度（応募多数の場合は抽選）
・講習期間 ７月４日（火）～９月20日（水）の24日間
・講習会場 セラトピア土岐
・参加費用 無料（テキスト代は有料）
・申込期間 ５月15日（月）～６月16日（金）
市役所、各コミュニティーセンター、商工会議所、
シルバー人材センターの窓口にある申込書に必要
事項を記入し申し込んでください。

◎問合せ （社）瑞浪市シルバー人材センター　168-8744

・日　時 ６月７日（水）13時30分～15時
・場　所 多治見市文化会館（２階大会議室）
◎問合せ ハローワーク多治見　122-3383

平成18年地価公示

番　号 標準地の所在
18年価格 対前年
（17年価格） 変動率

瑞浪－１ 一色町１丁目 44,700
－７.１

（住宅地） 87番 （48,100）
瑞浪－２ 土岐町字寺屋敷 27,100

－６.９
（住宅地） 985番27 （29,100）
瑞浪－３ 西小田町４丁目 37,200

－７.２
（住宅地） 32番 （40,100）
瑞浪－５－１ 寺河戸町字佃 81,800

－８.５
（商業地） 1137番11 （89,400）
瑞浪－５－２ 土岐町字縦筬 59,300

－７.３
（商業地） 58番９外 （64,000）

瑞浪市役所　1 68-211113

プロの脚本家安田和博さん（劇団A-Z主宰・富良
野塾出身）など劇団でご活躍の方々の脚本演出によ
り、「ふるさとへの思い」をこめた市民演劇を９月
10日に文化センターで行います。
◆公演に向けて「出演者・スタッフ募集」説明会を開催
・日　時 ５月18日（木）・20日（土）18時30分～
・場　所 総合文化センター
・募　集 出演者、スタッフ

（大道具、小道具、音響、照明補助）
◎申込・問合せ （社）瑞浪青年会議所　167-1637

E-mail：info@mizunami-jc.com
携帯1090-8866-7826（山田）、090-3387-8522（今井）

・日　時 ６月16日（金）13時30分～15時
・場　所 総合文化センター　視聴覚室
・内　容 パートタイム就労に役立つ基本知識や法
律・社会保険・税金などの説明
＊ガイダンス終了後、個別労働相談もできます。

・講　師 財団岐阜事務所　雇用管理アドバイザー
・定　員 25人　　・参加費 無料
◎申込・問合せ 商工課　1内線481または
（財）21世紀職業財団岐阜事務所　1058-266-5033

ブルース・シンガー「新井英一ライブ06」
新井さんの雄々しく愛に満ちた歌声を、ぜひお聴

きください。
・日　時 ６月４日（日）開場：18時（開演：19時）
・入場料 前売り4,000円、当日4,500円
◎問合せ 瑞浪芸術館　166-2170

・日　時 ６月４日（日）９時～
・内　容 柱にかける花瓶の制作
・講　師 加藤　千昭　氏
・定　員 30人（先着順）
・受講料 1,500円
・締　切 ６月１日（木）
◎申込・問合せ 瑞浪陶磁資料館　167-2506

◆開会・議案上程 ５月29日（月）
◆一 般 質 問 ６月８日（木）・９日（金）
◆採決・閉会 ６月20日（火）
＊傍聴を希望される方は、当日議会事務局まで
お越しください。（人数制限有）

パートタイム労働ガイダンスのご案内

NPO瑞浪芸術館からの催し物のご案内

陶磁資料館　作陶講座「掛花作り」のご案内

みずなみ市民演劇の出演者・スタッフ募集
「本格的に演劇に参加できるチャンス!」

６月市議会　定例会日程

「大登の森キャンプ場」からのお知らせが放映
されます。

WeeklyWeeklyおりべおりべ「「みずなみシティーガイドみずなみシティーガイド」」

「屏風山クリーンハイク」のお知らせ

「介護講習・２級課程」受講者募集

新規学校卒業者求人取扱説明会のご案内

５月20日（土）～26日（金）９時・12時・21時

見てね！ケーブルテレビおりべチャンネル

円 ％



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

2006年5月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,059（＋227）世帯数＝14,534（＋260） 

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん） 

基本健康診査 禁煙週間５月31日～６月６日 
＜５月31日(水)は世界禁煙デー＞ 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

母子健康手帳 
６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

９時30分～ 
　　９時45分受付 平成17年12月生まれ ６月６日（火） 

母子健康手帳 中期・後期離乳食教室 

２歳６カ月児歯みがき教室 

３歳６カ月児歯みがき教室 

13時30分集合 平成17年10月生まれ 

平成15年12月生まれ 

平成14年12月生まれ 

６月６日（火） 

母子健康手帳 
お茶 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 

１歳児すくすく教室 10時集合 平成17年５月生まれ ５月25日（木） 

母子健康手帳 
問診表・アンケート 
タオル・コップ 
＊保護者の歯科健診も 
　同時に実施します。 

１歳６ヵ月児健康診査 
＊健診終了後希望者
に歯みがき教室を
実施します 

12時30分集合 

９時～11時 

平成16年11月１日～ 
11月15日生まれ 

平成16年11月16日～ 
11月30日生まれ 

６月２日（金） 

６月９日（金） 

６月１日（木） 

６月７日（水） 

母子健康手帳 
タオル・コップ 

６歳臼歯ムシ歯予防教室 15時集合 平成12年５月生まれ ５月31日（水） 

6月5日（月） 
（場　所）保健センター 
（料　金）各500円 
（時　間）８時30分～11時 
（対象者）満40歳以上の希望者（定員50人） 
（申込み）５月31日（水）までに電話などで保健センター

へ 
　健診には、「生活習慣の改善」と「早期発見・早期
治療」という目的があります。 
　健康な生活を送るためにも、年に１回は健診を受け
ましょう。 

期　　日 
６月12日（月） 
６月13日（火） 
６月15日（木） 

６月27日（火） 
６月28日（水） 

対象地区 
 

稲津町 
 

山田町 
明賀台 

会　場 
稲津 

コミュニティー
センター 
 

保健センター 

時間　８：30～11：00 
料金　1,000円 
内容　尿検査 
　　　心電図 
　　　血液検査など 
＊当日は絶食で来て
ください。 

　たばこを吸わない人でも喫煙者の近くにいれば、知
らないうちにたばこの煙を吸っています。 
　たばこには約200種類の発がん性物質などの有害物
質が含まれています。また、この有害物質は、喫煙者
が直接吸う煙より周りに漂う煙の方が多く含まれてい
ます。 
　大切な人を守るために、喫煙マナー、心配りを始め
てみませんか？ 
例えば 
・妊婦や子ども、病人の周りで吸わない 
・歩きながらのたばこをしない 
・吸い殻の始末をきちんとする 
・置きたばこはやめる 

　16～19歳男性の３人に１人は喫煙経験がありました。
喫煙を始める年齢が若いほど心筋梗塞などの循環器疾
患や肺がんなどの死亡率が高くなります。また、大人
よりもニコチンに対する依存性が容易に形成されます。 
周囲の大人が未成年の前でタバコを吸わない、タバコ
の害をきちんと説明することを心掛けましょう。 

対象者：満40歳以上の方で職場・病院等で健診を受け
る機会のない方（ただし、高血圧・心臓病等
の内科疾患で治療中の方は除く） 

＊他の地区の日程及び詳細は『瑞浪健康カレンダー』
をご覧ください。 

＊健診と同時にがん検診（胃・大腸・肺）も実施しま
す。がん検診も希望される方は定員がありますので、
保健センターへ電話でお申し込みください。 

※昨年と実施時期が変更となっていますのでご注意く
ださい。 

＜未成年者の喫煙経験＞ 
［瑞浪市内の16～19歳男性］ 

平成15年度瑞浪市健康日本21計画推進調査より 

吸ったことがある吸ったことがある 
31.7％ 
吸ったことがある 
31.7％ 吸ったことがない吸ったことがない 

68.3％ 
吸ったことがない 
68.3％ 
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